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【公報種別】公表特許公報の訂正
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年12月13日(2018.12.13)

【公表番号】特表2018-531110(P2018-531110A)
【公表日】平成30年10月25日(2018.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2018-041
【出願番号】特願2018-520555(P2018-520555)
【訂正要旨】国際特許分類のＸＭＬデータの誤載により下記のとおり全文を訂正する。
【国際特許分類】
   Ａ４７Ｊ  43/08     (2006.01)
   Ａ４７Ｊ  43/046    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ４７Ｊ   43/08     　　　　
   Ａ４７Ｊ   43/046    　　　　
【記】別紙のとおり
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(57)【要約】
【解決手段】家庭用品で使用するための駆動アセンブリ
が与えられる。駆動アセンブリは、中心軸を有する中心
シャフトを備える。第１の駆動部品は、内部に形成され
た空洞を備え、中心軸の周りを回転するように構成され
る。第２の駆動部品は、少なくとも部分的には、キャビ
ティの内部に組み込まれる。第２の駆動部品は、中心軸
の周りを回転するように構成される。第１の駆動部品は
、第１の回転カップリングに動作可能に結合される。第
２の駆動部品は、第２の回転カップリングに動作可能に
結合される。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
  家庭用品に使用される駆動アセンブリであって、
  中心シャフトと、第１の駆動部品と、第２の駆動部品と、第１の回転カップリングと、
第２の回転カップリングと、を備え、
  前記中心シャフトは、中心軸を有し、
  前記第１の駆動部品は、内部に空洞を有し、
  前記第１の駆動部品は、前記中心軸の周りを回転するように構成され、
  前記第２の駆動部品は、少なくとも部分的には、前記空洞の内部に組み込まれ、
  前記第２の駆動部品は、前記中心軸の周りを回転するように構成され、
  前記第１の駆動部品は、前記第１の回転カップリングに動作可能に結合され、
  前記第２の駆動部品は、前記第２の回転カップリングに動作可能に結合される、
駆動アセンブリ。
【請求項２】
  前記第１の駆動部品は、前記第１の駆動部品からオフセットしたモータユニットに動作
可能に結合される、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項３】
  前記第１の駆動部品はプーリーである、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項４】
  前記第１の駆動部品は、歯車及びスプロケットの少なくとも１つである、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項５】
  前記第１の駆動部品の回転は、空気で又は油圧で駆動される、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項６】
  前記第１の駆動部品は、前記中心シャフトに直接取り付けられる、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項７】
  前記中心シャフトと前記第１の駆動部品との相対回転を実現するために、少なくとも１
つのデバイスが、前記中心シャフトと前記第１の駆動部品との間に配置される、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項８】
  前記第２の駆動部品は、回転のために前記中心シャフトに取り付けられた太陽歯車と、
少なくとも１つの遊星歯車と、を備え、
  前記少なくとも１つの遊星歯車は、前記太陽歯車の周りを回転するように構成される、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項９】
  前記少なくとも１つの第２の歯車は、前記第２の回転カップリングに動作可能に結合さ
れる、
請求項８に記載の駆動アセンブリ。
【請求項１０】
  前記第２の回転カップリングは、前記中心シャフトの遠位端に取り付けられる、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項１１】
  前記第２の回転カップリングは、前記第１の回転カップリングの空洞の内部に配置され
る、
請求項１０に記載の駆動アセンブリ。
【請求項１２】
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  前記第１の回転カップリングは、前記中心軸の周りを第１の速度で回転するように構成
され、
  前記第２の回転カップリングは、前記中心軸の周りを第２の速度で回転するように構成
され、
  前記第２の速度は前記第１の速度より速い、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項１３】
  前記第１の回転カップリングは、前記中心軸の周りを第１の速度で回転するように構成
され、
  前記第２の回転カップリングは、前記中心軸の周りを第２の速度で回転するように構成
され、
  前記第１の速度は前記第２の速度より速い、
請求項１に記載の駆動アセンブリ。
【請求項１４】
  ベースと、少なくとも１つの回転可能部品と、駆動アセンブリと、を備え、
  前記少なくとも１つの回転可能部品は、前記ベースに動作可能に結合され、
  前記駆動アセンブリは、前記ベースの内部に収納され、
  前記駆動アセンブリは、前記少なくとも１つの回転可能部品の回転を駆動するように構
成され、
  前記駆動アセンブリは、中心シャフトと、第１の駆動部品と、第２の駆動部品と、第１
の回転カップリングと、第２の回転カップリングと、を備え、
  前記中心シャフトは中心軸を有し、
  前記第１の駆動部品は、内部に形成された空洞を有し、
  前記第１の駆動部品は、前記中心軸の周りを回転するように構成され、
  前記第２の駆動部品は、少なくとも部分的には、前記空洞の内部に組み込まれ、
  前記第２の駆動部品は、前記中心軸の周りを回転するように構成され、
  前記第１の駆動部品及び前記第２の駆動部品のうちの少なくとも１つは、前記第１の回
転カップリングに動作可能に結合され、
  前記第１の駆動部品及び前記第２の駆動部品のうちの他方は、前記第２の回転カップリ
ングに動作可能に結合される、
家庭用品。
【請求項１５】
  前記第１の駆動部品は、前記第１の回転カップリングに動作可能に結合され、
  前記第２の駆動部品は、前記第２の回転カップリングに動作可能に結合される、
請求項１４に記載の家庭用品。
【請求項１６】
  前記第１の駆動部品は、前記第２の回転カップリングに動作可能に結合され、
  前記第２の駆動部品は、前記第１の回転カップリングに動作可能に結合される、
請求項１４に記載の家庭用品。
【請求項１７】
  前記第１の駆動部品は、前記ベースの内部に配置されたモータユニットに動作可能に結
合され、
  前記モータユニットは、前記第１の駆動部品からオフセットされる、
請求項１４に記載の家庭用品。
【請求項１８】
  動作中、前記第１の回転カップリング及び前記第２の回転カップリングの両方は、前記
中心軸の周りを回転するように構成される、
請求項１４に記載の家庭用品。
【請求項１９】
  前記第１の回転カップリングは、前記中心軸の周りを第１の速度で回転するように構成
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され、
  前記第２の回転カップリングは、前記中心軸の周りを第２の速度で回転するように構成
され、
  前記第１の速度は前記第２の速度と異なる、
請求項１８に記載の家庭用品。
【請求項２０】
  アタッチメントを更に備え、
  前記アタッチメントは、前記ベースから取り外し可能に構成され、
  前記アタッチメントは、前記少なくとも１つの回転可能部品を備え、
  前記アタッチメントが前記ベースに結合されたとき、前記駆動アセンブリは、前記少な
くとも１つの回転可能部品の回転を駆動するように構成される、
請求項１４に記載の家庭用品。
【請求項２１】
  交換可能な第１のアタッチメント及び第２のアタッチメントが、前記ベースから取り外
し可能に構成され、
  前記第１のアタッチメントは、前記第１の回転カップリングのために構成され、
  前記第２のアタッチメントは、前記第２の回転カップリングのために構成される、
請求項２０に記載の家庭用品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本出願は、家庭用品、より具体的には家庭用品を動作させるように構成された駆動シス
テムを対象とする。
【背景技術】
【０００２】
  種々の家庭用品は、当該用品の部品を回転軸周りに駆動するように構成されたモータを
備える。このような家庭用品の例には、液体、固形物、半固形物、ゲル等を含む様々な種
類の食料品を加工するために一般的に使用されるミキサーがある。ミキサーは、家庭台所
用、専門のレストランや給食サービス用、大規模産業用などを含む広範な商業分野におい
て、食品を混ぜたり、切断したり、刻んだりするのに便利な装置であるものとして知られ
ている。こうしたミキサーは、手作業による細断や切断に代わる便利な代替手段を提供し
、しばしば、特定の種類又は規模の食品加工（特別な食品の提供を含む）に適用される動
作設定及び動作モードの範囲をカバーする。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
  一実施形態では、家庭用品での使用を目的として、駆動アセンブリが与えられる。この
駆動アセンブリは、中心軸を有する中心シャフトを含む。第１の駆動部品が、内部に形成
された空洞を有し、中心軸の周りに回転するように構成される。第２の駆動部品が、少な
くとも部分的には、空洞の内部に組み込まれる。第２の駆動部品は、中心軸の周りに回転
するように構成される。第１の駆動部品は、第１の回転カップリングに動作可能に結合さ
れる。第２の駆動部品は、第２の回転カップリングに動作可能に結合される。
【０００４】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品は、前記第１の駆動部品からオフセットしたモータユニットに、動作可能に結合される
。
【０００５】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品はプーリーである。
【０００６】
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  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品は、歯車及びスプロケットの少なくとも１つである。
【０００７】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品の回転は、空気で又は油圧で駆動される。
【０００８】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品は、前記中心シャフトに直接取り付けられる。
【０００９】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記中心シャフト
と前記第１の駆動部品との相対回転を実現するために、少なくとも１つのデバイスが、前
記中心シャフトと前記第１の駆動部品との間に配置される。
【００１０】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第２の駆動部
品は、回転のために前記中心シャフトに取り付けられた太陽歯車と、少なくとも１つの遊
星歯車と、を備える。前記少なくとも１つの遊星歯車は、前記太陽歯車の周りを回転する
ように構成される。
【００１１】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記少なくとも１
つの第２の歯車は、前記第２の回転カップリングに動作可能に結合される。
【００１２】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第２の回転カ
ップリングは、前記中心シャフトの遠位端に取り付けられる。
【００１３】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第２の回転カ
ップリングは、前記第１の回転カップリングの空洞の内部に配置される。
【００１４】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の回転カ
ップリングは、前記中心軸の周りを第１の速度で回転するように構成され、前記第２の回
転カップリングは、前記中心軸の周りを第２の速度で回転するように構成される。前記第
２の速度は前記第１の速度より速い。
【００１５】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の回転カ
ップリングは、前記中心軸の周りを第１の速度で回転するように構成され、前記第２の回
転カップリングは、前記中心軸の周りを第２の速度で回転するように構成される。前記第
１の速度は前記第２の速度より速い。
【００１６】
  別の実施形態では、家庭用品が与えられる。この家庭用品は、ベースと、少なくとも１
つの回転可能部品と、を備える。前記少なくとも１つの回転可能部品は、前記ベースに動
作可能に結合される。前記ベースの内部に収納された前記駆動アセンブリが、前記少なく
とも１つの回転可能部品の回転を駆動するように構成される。前記駆動アセンブリは、中
心シャフトを備える。前記中心シャフトは中心軸を有する。第１の駆動部品が、内部に形
成された空洞を有し、前記中心軸の周りを回転するように構成される。第２の駆動部品が
、少なくとも部分的には、前記空洞の内部に組み込まれ、前記中心軸の周りを回転するよ
うに構成される。前記第２の駆動部品は、前記中心軸の周りを回転するように構成される
。第１の回転カップリングが、前記第１の駆動部品及び前記第２の駆動部品のうちの少な
くとも１つに動作可能に結合される。第２の回転カップリングが、前記第１の駆動部品及
び前記第２の駆動部品のうちの他方に動作可能に結合される。
【００１７】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
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品は、前記第１の回転カップリングに動作可能に結合され、前記第２の駆動部品は、前記
第２の回転カップリングに動作可能に結合される。
【００１８】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品は、前記第２の回転カップリングに動作可能に結合され、前記第２の駆動部品は、前記
第１の回転カップリングに動作可能に結合される。
【００１９】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の駆動部
品は、前記ベースの内部に配置されたモータユニットに動作可能に結合され、前記モータ
ユニットは、前記第１の駆動部品からオフセットされる。
【００２０】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、動作中、前記第１
の回転カップリング及び前記第２の回転カップリングの両方は、前記中心軸の周りを回転
するように構成される。
【００２１】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、前記第１の回転カ
ップリングは、前記中心軸の周りを第１の速度で回転するように構成され、前記第２の回
転カップリングは、前記中心軸の周りを第２の速度で回転するように構成される。前記第
１の速度は前記第２の速度と異なる。
【００２２】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、家庭用品は、アタ
ッチメントを更に備え、前記アタッチメントは、前記ベースから取り外し可能に構成され
る。前記アタッチメントは、前記少なくとも１つの回転可能部品を備え、前記アタッチメ
ントが前記ベースに結合されたとき、前記駆動アセンブリは、前記少なくとも１つの回転
可能部品の回転を駆動するように構成される。
【００２３】
  前述の１つ以上の特徴に加えて又は代替的に、更なる実施形態では、交換可能な第１の
アタッチメント及び第２のアタッチメントが、前記ベースから取り外し可能に構成される
。前記第１のアタッチメントは、前記第１の回転カップリングのために構成され、前記第
２のアタッチメントは、前記第２の回転カップリングのために構成される。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
  本明細書に組み込まれ本明細書の一部を構成する添付の図面は、本開示のいくつかの態
様を具現化し、本明細書の説明とともに本開示の原理を説明するのに役立つ。図面におい
て、
【図１】一例に係る家庭用品の正面図である。
【図２】一例に係る、図１のシステムの家庭用品のベースの斜視図である。
【図３】実施の形態に係る家庭用品での使用のために構成された駆動アセンブリの斜視図
である。
【図４】実施の形態に係る家庭用品での使用のために構成された駆動アセンブリの断面図
である。
【図５】別の実施の形態に係る家庭用品での使用のために構成された駆動アセンブリの断
面図である。  以下の詳細な説明で、図面を参照しながら例示のみを用いて、本開示の実
施形態、利点及び特徴を説明する。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
  以下、図１及び図２を参照して、家庭用品２０をより詳細に説明する。図示されるよう
に、この家庭用品は食品加工用のシステムであり、任意の食品の加工又は混合（細断、刻
み、切断、スライス、混合、ブレンド、撹拌、粉砕等の非限定的な例を含む）の実行に適
用することができる。図示された食品加工システム２０は、ベース２２を備える。ベース
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２２は、ボディ又は筐体２４を有する。ボディ又は筐体２４の内部には、モータユニット
（図示せず）と、少なくとも１つのコントローラ（図示せず）とが配置される。ベース２
２は、少なくとも１つの回転カップリング２６（図２を参照）を備える。回転カップリン
グ２６は、例えばボディ２４内のモータユニットによって駆動される。ベース２２は更に
、コントロールパネル又はユーザインタフェース２８を備える。コントロールパネル又は
ユーザインタフェース２８は、モータユニットのオン－オフ、及び種々の動作モード（瞬
間動作、混合又は連続食品加工など）の選択を可能とする。
【００２６】
  サイズ及び／又は機能が異なる複数の交換可能なアタッチメント３０が、ベース２２と
ともに使用するために配置されてよい。例えば図１において、フードプロセッサのベース
２２に接続されたアタッチメント３０は、一般に空洞の容器である。アタッチメント３０
の各々は、アタッチメント３０の内部に配置された食品を加工するためにベース２２に接
続されたとき、少なくとも１つの回転カップリング２６の一部分と係合するように構成さ
れる。この点は、以下の図面及び議論でより明確となるだろう。
【００２７】
  以下、図３－図４を参照して、家庭用品２０の少なくとも１つの回転部品の中心軸Ａ周
りの回転を駆動するように構成された、駆動アセンブリ４０をより詳細に説明する。本明
細書で図示され説明される家庭用品は食品加工用のシステムであるが、モータ及び駆動列
又は駆動部品を含む他の任意のタイプの家庭用品は、本発明の範囲内にある。他のタイプ
の家庭用品の例は、ブレンダー、フードプロセッサ、ミキサー、ロースター、真空掃除機
、カーペット掃除機、スチーム掃除機、缶オープナー、食器洗い機などの家庭用電化製品
、芝刈り機、リーフブロワ、水圧機、スノーブロワなどの家庭用メンテナンスツール、ド
リル、のこぎり、釘銃、研磨機などの家庭用パワーツールを含む（しかしこれらに限られ
ない）。
【００２８】
  駆動アセンブリ４０は、取り付けフレーム４３内に取り付けられた第１の駆動部品４２
を備える。しかしながら取り付けフレーム４３は、ベース２２の筐体２４によって形成さ
れる必要はない。第１の駆動部品４２は、回転可能な中心シャフト４４に固定的に取り付
けられ、オフセットされた電源（図示せず）に動作可能に結合される。モータ電源は最も
一般的なものだが、他のタイプの電源、例えば手動発電システムなどもまた本開示の範囲
内にある。図示された比限定的な実施形態では、第１の駆動部品４２はプーリーである。
そしてベルト（図示せず）が、回転をモータユニットからプーリー４２及びシャフト４４
に伝達するために配置される。図示されるように、ベルトは、一般に第１の駆動部品４２
内に形成された溝４６と補完的な複数の歯を備えてよい。あるいは代替的にベルトは一般
に、第１の駆動部品４２を摩擦によって駆動するように構成された平面を有していてもよ
い（図５）。本明細書で図示され説明されるベルト駆動される第１の駆動部品４２は例示
のみを目的としており、モータユニットに動作可能に結合される他のタイプの部品、例え
ば歯車やスプロケットなどもまた本開示の範囲内にあることを理解されたい。更に、モー
タユニットが駆動アセンブリ４０を空気で又は油圧で回転するように構成された実施形態
も本発明の範囲内にある。
【００２９】
  第１の駆動部品４２は、第１の側面４８（例えば上面）に形成された空洞５０を有する
。空洞５０は、第１の駆動部品４２が構造的安定性を保つように、第１の駆動部品４２の
高さ部分の上部でのみ延びる。第２の駆動部品５２は、少なくとも部分的には、第１の駆
動部品４２の空洞５０の内部に組み込まれる。図示されるように、第２の駆動部品５２は
、中心シャフト４４に固定的に取り付けられた第１の歯車（太陽歯車とも呼ばれる）を備
える。第２の駆動部品５２は更に、第１の歯車５４に隣接して取り付けられ挿入された少
なくとも１つの第２の歯車（又は遊星歯車）５６を備える。少なくとも１つの第２の歯車
５６は、中心シャフト４４の周りを中心シャフト４４の回転方向と同じ回転方向に回転す
るだけでなく、自身の軸周りを中心シャフトの回転方向と反対の回転方向に回転するよう
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に構成される。第２の歯車５６は、１回の回転を完了するのに中心シャフト４４の周りを
移動しなければならない。従って中心シャフト４４は、第２の歯車５６が中心シャフト４
４の周りを１回転するのに必要な時間中に軸Ａの周りを複数回回転する。図示されている
第２の歯車５６は１つだけだが、複数の第２の歯車（又は遊星歯車）５６を含む実施形態
も本開示の範囲内にある。
【００３０】
  駆動アセンブリ４０は更に、第１の回転カップリング２６ａと、第２の回転カップリン
グ２６ｂと、を備える。図示された非限定的な実施形態では、第１の回転カップリング２
６ａが、第１及び第２の歯車５４、５６の上部に垂直に露出している。そして第２の回転
カップリング２６ｂが、第１の回転カップリング２６ａの空洞の内部５８の中に位置する
。しかしながら、その他の形状で構成された第１及び第２の回転カップリング２６ａ、２
６ｂを有する駆動アセンブリ４０もまた、本開示の範囲内にある。カップリング２６ａ、
２６ｂの各々は、カップリングを複数のアタッチメント３０（これは、食品加工システム
２０とともに使用されるように構成される）の１つに結合するように構成された、溝や歯
などのユニークな特性を備えてよい。図示された非限定的な実施形態では、第１の回転カ
ップリング２６ａは、デバイス６０（例えば、第１の回転カップリング２６ａの中心シャ
フト４４の周りの回転を実現するように構成されたベアリング）を介して、中心シャフト
４４の周りに同心円状に配置される。第１の回転カップリング２６ａは、例えば留め具６
２を用いて、少なくとも第２の駆動部品５２の部分６４に動作可能に結合される。その結
果、第２の駆動部品５２（特に第２の歯車５６）の中心シャフト４４の軸Ａの周りの回転
が、第１の回転カップリング２６ａの中心シャフト４４の周りの回転を駆動する。第２の
回転カップリング２６ｂは、中心シャフト４４の遠位端に直接取り付けられる。従って第
２の回転カップリング２６ｂは、シャフト４４と同じ速度で回転するように構成される。
【００３１】
  第１の駆動部品４２と第２の駆動部品５２との間の歯車減速の結果、中心シャフト４４
に結合された第２の回転カップリング２６ｂと、遊星歯車５６に接続された第１の回転カ
ップリング２６ａと、は異なる回転速度で回転するように構成される。図３及び４に示さ
れた非限定的な実施形態では、第２の回転カップリング２６ｂは、第１の回転カップリン
グ２６ａより高速で回転するように構成される。
【００３２】
  図５に、駆動アセンブリ４０の別の実施形態が示される。図示されるように、再び第２
の駆動部品５２は、少なくも部分的には、第１の駆動部品４２の空洞５０の内部に組み込
まれる。しかしながら本実施形態では、空洞５０は、第１の駆動部品４２の少なくとも一
部分が第２の駆動部品５２の上部に垂直に位置するように、第１の駆動部品４２の下面６
６に形成される。
【００３３】
  駆動アセンブリ４０のこの実施形態では、第１の駆動部品４２は、第１の回転カップリ
ング２６ａに動作可能に結合される。そして第２の駆動部品５２は、第２の回転カップリ
ング２６ｂに動作可能に結合される。図示されるように、第１の駆動部品４２の部分４７
は、取り付けフレーム４３を貫通して延び、第１の回転カップリング２６ａに直接結合す
る。第１の回転カップリング２６ａは、第１の駆動部品４２の部分４７にねじ込まれて取
り付けられるように図示されているが、他のタイプの接続も本開示の範囲内にある。前述
の実施形態と同様、第２の回転カップリング２６ｂは、中心シャフト４４の遠位端に直接
取り付けられる。従って第２の回転カップリング２６ｂは、シャフト４４と同じ速度で回
転するように構成される。
【００３４】
  第２の駆動部品５２に関して、第１の駆動部品４２は、例えば留め具を用いて、第２の
歯車５６の部分６４に取り付けられる。少なくとも１つの遊星歯車５６の、中央シャフト
に固定された太陽歯車５４の周りの回転は、シャフト４４の軸Ａ周りの回転を起動する。
第１の駆動部品と第２の駆動部品との間の相対回転を実現するために、少なくとも１つの
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ベアリングその他の相対回転デバイス６８が、第１の駆動部品４２と中心シャフト４４と
の間に配置される。第２の駆動部品５２を配置したことにより、中心シャフト４４は、第
１の駆動部品４２より高速で回転するように構成される。すなわち第２の回転カップリン
グ２６ｂの回転速度は、第１の回転カップリング２６ａの回転速度及び第１の駆動部品４
２の回転速度に対して「ギアアップ」されたと考えられる。本明細書では駆動アセンブリ
４０の２つの独立した実施形態が図示され説明されるが、他の構成も本開示の範囲内にあ
ることを理解されたい。
【００３５】
  システム２０のアタッチメント３０は、第１の回転カップリング２６ａ及び第２の回転
カップリング２６ｂの少なくとも１つに接続するように構成される。その結果、カップリ
ング２６ａ，ｂの回転が、システム２０のアタッチメント３０の動作を起動する。中心シ
ャフト４４からオフセットされて配置されたモータユニットを有することにより、本明細
書で図示され説明される駆動アセンブリ４０は、従来の駆動アセンブリ（ここではモータ
ユニットは、シャフト４４に直接接続され同心円状に配置される）に比べて垂直方向の高
さを低減できるという利点を与える。その結果、食品加工システム２０の全体のサイズを
縮小できる。
【００３６】
  他に断りがない限り、あるいは文脈上明らかに矛盾しない限り、本開示（特に後述の請
求項の文脈における）の説明の文脈における「ａ」「ａｎ」「ｔｈｅ」という用語の使用
及び同様の言及は、単数と複数の両方をカバーすると考えられる。特に断りのない限り、
「備える」「有する」「含む」「包含する」という用語は、オープンエンド（すなわち「
含むが、それに限定されない」）と考えられる。別段の記載のない限り、本明細書におけ
る数値範囲の記載は、別個の数値が当該範囲何あることを示すための簡略的な方法を意図
したものに過ぎない。これらの別個の数値の各々は、あたかもこれらが個別に記載された
かのように、本明細書に組み込まれる。他に断りがない限り、あるいは文脈上明らかに矛
盾しない限り、本明細書に記載のすべての方法は、任意の的確な順序で実施することがで
きる。任意の及びすべての例の使用、あるいは本明細書で与えられる典型的な言語（例え
ば「のような」）の使用は、単に本開示をよりよく理解させることを意図したものであり
、請求項に別段の記載がない限り、本開示の範囲を限定するものではない。本明細書のい
かなる用語も、請求項に記載のないものは、本開示を実施するために必須の要素を表すも
のと考えるべきではない。
【００３７】
  本明細書で、本開示の典型的な実施形態（本発明者が知る、本開示を実施するためのベ
ストモードを含む）を説明した。上記の説明を読むことにより、当業者には、これらの実
施形態の様々な変形が明らかとなる。本発明者は、これらの変形を当業者が的確に実現す
るだろうことを予期する。また本発明者は、本明細書に記載された特定の実施形態以外の
形態で、本開示が実施されることを意図する。従って本開示は、添付の請求項に適法に記
載された主題のあらゆる変形および均等物を含む。更に、他に断りがない限り、あるいは
文脈上明らかに矛盾しない限り、前述の要素のすべての可能な変形における任意の組み合
わせも、本開示に包含される。
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